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　９月定例会は決算議会とも呼ばれ、前年度の予算がどのように執行され、

どのような成果を挙げたのか審査します。決算審査をしっかりすることは、

次年度（令和９年度）の予算がより効果的に組まれることにつながる、と

考えられます。各議員が注目した点を、議員の視点として挙げました。

歳入 39 億 958 万円（前年度比 126.57％）

♦令和７年度一般会計決算額♦（１万円未満切り捨て）

個人住民税　６１４３万円（前年度比  112％）
法人住民税　　８１８万円（前年度比  123％）

いくさか応援寄付金 ( ふるさと納税 ) 額 3020 万円 ( 前年度比 83％) 件数は１８０件増

決
算

歳出 38 億 6932 万円（前年度比 126.95％）
歳入歳出差引額　４０２５万円（うち繰越３７８万円）の黒字決算

生坂村から村外へのふるさと納税額 173 万円

♦村の財政状況♦

　　
予算の執行状況だけ

でなく、その成果が

村民の暮らしにどう

結びついたかを重視

し、決算を審査しま

した。

0.13

7.4%

R6 から

変化なし

（＋0.1）

土木工事増で建設業が好調！

定額減税が終了

住民の所得向上！

令和 6 年 191.7 万円
令和 7 年 198.2 万円　6.5 万円 UP!

生坂村民 1 人当たりの年間所得額
平均 ( 所得のある方 )

➡

●年間所得割合では、所得 200 万円超～ 500 万円以下の方

　が約 2％増えています。脱炭素事業関係の工事が本格的に始

　まったことも、所得増・法人税収増の一因と考えられます。
年間所得割合

望月議員

令和 3 年
令和 4 年
令和 5 年
令和 6 年
令和 7 年

1 億 1322 万円
7308 万円
5215 万円
3629 万円
3020 万円

ふるさと納税額の推移 ●企業版ふるさと納税額１０万円

ふるさと納税減。行政は競争激化

と説明も、農家はブランド未確立

と品質のばらつきが主因と分析。

●財政力指数 ( 財政力 )1 年間に必要な

　予算を 1 とした時、自力でどれだけ賄え

　ているかという指数 (3 年間の平均 )

●経常収支比率 ( 弾力性 ) 収入の中で、

　払わなければならないお金 ( 人件費、公

　債費、扶助費等 ) の割合

●実質公債費比率 ( 借金返済割合 )
　一般会計の中に含まれる借金返済の割合

●将来負担比率 ( 財政圧迫度 ) 収入に

　対し、将来負担する借金などの割合

77.1%

太田議員

3.1pt.

弾力性増！

—　 数値なし

　うち 1 件

　1000 万円の

　大口寄附
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令和７年度　特別会計＋事業会計決算

♦村営バス特別会計♦
●歳入　5398 万円 ( 前年比 113％)　村からの繰入金：4951 万円 ( 前年比 115％) 歳入総額の 91％

　バスの利用者は増加。７年度は国の補助金がなくなったため、村からの繰入金が約 700 万円増。

●歳出　5365 万円 ( 前年比 115％)

　EV バスやデマンドバスのリース料が約 500 万円増。人件費等増のため委託料が約 80 万円、EV バス

　に充電するため、電気料金が約 70 万円増。7 年度 EV バスの修繕費はメーカー保証期間でなし。

●歳入歳出差引額 33 万円

♦国民健康保険特別会計♦
●歳入　1 億 9360 万円 ( 前年比 111％)　村からの繰入金：1277 万円 ( 前年比 100％) 歳入総額の 6％

　国保税の収納率は現年度 96.6％と高いが、過年度分は 14.6％と低くなる。

●歳出　1 億 9176 万円 ( 前年比 112％)　　　　　　　　　　　　　　　　　

　子ども・子育て支援金制度開始に伴うシステム改修費が 319 万円。給付費は見込みより 558 万円少。

　複数の方の入院があり、高額療養費が約 400 万円増。村民 1 人当たりの医療費が前年比約 7 万円増。

●歳入歳出差引額 183 万円

♦福祉センターやまなみ荘♦
●歳入　1 億 705 万円 ( 前年比 90％)　村からの繰入金：1900 万円 ( 前年比 113％) 歳入総額の 17％

　７年度は省エネ化改修・木質チップボイラー接続工事のため 2 か月間休館したため、村からの繰入金が増。

●歳出　1 億 696 万円 ( 前年比 90％)　　　　　　　　　　　　　　　　　

　物価高騰、人件費増となったが売上は健闘。ＤＸ化でポスレジ等導入、WiFi 整備も行った。

●歳入歳出差引額８万円

♦介護保険特別会計♦
●歳入　2 億 8073 万円 ( 前年比 83％)　村からの繰入金：3692 万円 ( 前年比 89％) 歳入総額の 13％

　介護保険料収納率は 99％と高い。訪問介護利用者減、通所介護 ( デイサービス ) 利用は増。

●歳出　2 億 6459 万円 ( 前年比 83％)　　　　　　　　　　　　　　　　　

　被保険者が減少傾向。要介護５の方が減少し、結果として給付費総額が約 2600 万円減。

●歳入歳出差引額 1613 万円

♦後期高齢者医療特別会計♦
●歳入　3687 万円 ( 前年比 111％)　村からの繰入金：1153 万円 ( 前年比 101％) 歳入総額の 31％

　7 年度は医療保険料の還付処理が 2 名分間に合わず、収入未済額が若干出た。

●歳出　3687 万円 ( 前年比 111％)　　　　　　　　　　　　　　　　　

　子ども・子育て支援金制度開始に伴うシステム改修費が 91 万円　対象者が 6 年度比で微増。

●歳入歳出差引額 0 円

♦簡易水道事業会計♦
●総収益　7023 万円 ( 前年比 91％)　　　●村からの繰入金：2900 万円 ( 前年比 67％)

　6 年度は公営企業会計初年度のため村から多目に (4306 万円 ) 繰入。給水原価ー供給単価は約 198 円。

●総費用　7679 万円 ( 前年比 106％)　　●企業債残高 2 億 9418 万円 ( 前年比 106％)
　有収率は 75.22％で 4.14pt. 減。3382 万円分管の布設替え工事完了。大日向 1000 万円分は未完了。

●7 年度の欠損金は 139 万円

♦下水道事業会計♦
●総収益　1 億 724 万円 ( 前年比 93％)　　●村からの繰入金：5370 万円 ( 前年比 54％)

　6 年度は公営企業会計初年度のため村から多目に (9872 万円 ) 繰入。営業収益は 2334 万円。

●総費用　7617 万円 ( 前年比 98％)　　●企業債残高 1 億 2603 万円 ( 前年比 70％)
　企業債償還 5280 万円。水洗化人口 1362 人、水洗化率 86.2％(＋0.18pt.)。年間汚泥処分量 337㎥。
●7 年度繰越利益剰余金は 3464 万円
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地域振興費が減った要因は。

地域おこし協力隊等の人数減による。

区長を集落支援員にして報酬を上げては。

区長報酬は全区長との協議で決めた額で、

当面変更予定なし。

村長交際費、議長交際費の内訳・支出

基準を求めたが示されなかった

依頼された資料が未提示であったことは

真摯に受け止める。

議長交際費の支出基準はなく、議長と相

談の上支出。基準については議会で検討。

　
いくさかの郷は売上２年連続１億円超だが、

利益は前年度を下回るのでは。

詳細分析は要確認だが、資材高騰等の影響

が考えられる。

　
農業集落排水・浄化槽の普及状況は。

未設置世帯の空き家化で普及率が見かけ上

上昇。空き家対策の案内に浄化槽設置の呼

びかけを盛り込む。

　
山村活性化対策事業で支出した

委託料の成果が分かりにくい。

報告会・観光客アンケート・国へ

の実績報告を実施。関係人口創出

の呼び水となったと評価している。

　
公共施設デマンドレスポンス構築事業が

繰越を続けている理由は。

令和６年度＝機能要件定義・設計、

７年度＝管理システム構築、

８年度＝計測機器設置という一連の事業

で繰越しており、別施設ではない。

　
オンサイト PPA 事業の進捗は。

契約１７３件（公共５０・民家７２・

民間５１）で概ね順調。

自営線マイクログリッドは中部電力との

系統連系調整が未完で運用開始に至らず。

　
V2H（充放電設備）工事請負契約は広報

の開札結果になかった。契約状況がどう

なっているか。予算と執行額の表記が違い、

何にいくら支出しているか分かりにくい。

㈱いくさかてらす設置設備と配線・基盤

が一体であるため、同じ業者と随意契約。

「充電器」に充放電機能は含まれる。請負

業者公表のあり方を今後検証する。

地域脱炭素化事業費については

工事請負費について説明があっ

たが、詳しい決算書が必要。
平田議員

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

田舎体験ハウス ( 原地区 ) の利用減の要因は。

R6 年 8 件から R7 年 5 件

長期予約の直前キャンセルや猛暑期の空調

不足が要で、現在はスポットクーラーを

導入済み。定住につながる支援も考えたい。

利用者との面談は行っている。

Q

A

A

A

A

A

A

　
草尾区ぶどう園の農業用水が

確保できないか。

水源が限られ、渇水時の水量

確保にも苦慮している状況で

難しい。

Q

A
A

A
A

♦総務課関係♦

♦総務課脱炭素事業関係♦

♦振興課関係♦

山本議員

　

GIGA スクール端末：タブレットが更新さ

れた。活用状況は。 

学習補助・教科で活用。家庭学習もあるが

持ち帰りは頻繁ではない。 

中学校のエレベーター修繕費が未執行。

使用に問題はないのか。 

点検済で修繕の指摘がなかった。問題はない。

　
帯状疱疹補助が減った理由は。 

初年度に申請が集中し、多くの人が 6 年度に

接種済となったため。 

ピロリ菌検査が追加され R7 は

29 人が受診。早期発見と健康

寿命の延伸に期待。
進藤議員

Q

Q

グラウンドの利用状況は。水銀灯を LED に

交換する必要はないか。 

サッカー、野球チームの利用がある。LED 化

は高価なので、修繕しながら水銀灯を使用。 

Q

A

A

A

♦教育委員会関係♦Q

Q
A

A

7 年度新設の子ども家庭センターの利用は

どれくらいあったか。

1 日 5〜6 件。職員増員で対応力が向上した。

ぴよぴよ広場の利用はどの程度あるか。

月 10 人未満で、利用促進策中。

賛成･･･〇　反対･･･×　欠･･･欠席　除･･･除斥　議長･･･※
結
果

進
藤

望
月

島
山
本

太
田

平
田

市
川

藤
澤

令和７年度生坂村歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 ※
認
定

〇 〇 × 〇

反対討論 : 執行済予算の内訳等求めたが、資料

が示されなかった。何にいくら使われ、どんな

効果を上げたのかしっかり検証できるようにす

べき。（島）

賛成討論 : 各常任委員会が慎重に審議したうえ

で判断・採決しており、その判断を支持すると

して賛成。（山本）

中学校のエレベーターがだいぶ古く

なってきている。今後の維持管理が

気になる。

元気づくり支援金最後の年だった。一星亭

見学・勉強会等の成果は。

内部の片付けが進捗。活用法は課題。 

Q

A

部活講師への報奨費が 21 万円不用額と

なった理由は。 

土日を含め多目に見込んだため。生徒の

活動が減ったわけではない。

Q

A

Q

A

　
授産施設負事務担金減の理由は。 

認定者減、指導員加算減のため。 

Q

A

♦住民課関係♦

♦健康福祉課関係♦

住民税非課税世帯へのエアコン設置

県補助金の請求がなく、２６０万円

余が 8 年度に繰り越された。

市川議員



�

令
和
７
年
度
一
般
会
計
決
算
を
読
み
解
く
！

　
地域振興費が減った要因は。

地域おこし協力隊等の人数減による。

区長を集落支援員にして報酬を上げては。

区長報酬は全区長との協議で決めた額で、

当面変更予定なし。

村長交際費、議長交際費の内訳・支出

基準を求めたが示されなかった

依頼された資料が未提示であったことは

真摯に受け止める。

議長交際費の支出基準はなく、議長と相

談の上支出。基準については議会で検討。

　
いくさかの郷は売上２年連続１億円超だが、

利益は前年度を下回るのでは。

詳細分析は要確認だが、資材高騰等の影響

が考えられる。

　
農業集落排水・浄化槽の普及状況は。

未設置世帯の空き家化で普及率が見かけ上

上昇。空き家対策の案内に浄化槽設置の呼

びかけを盛り込む。

　
山村活性化対策事業で支出した

委託料の成果が分かりにくい。

報告会・観光客アンケート・国へ

の実績報告を実施。関係人口創出

の呼び水となったと評価している。

　
公共施設デマンドレスポンス構築事業が
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令和６年度＝機能要件定義・設計、

７年度＝管理システム構築、

８年度＝計測機器設置という一連の事業

で繰越しており、別施設ではない。

　
オンサイト PPA 事業の進捗は。

契約１７３件（公共５０・民家７２・

民間５１）で概ね順調。

自営線マイクログリッドは中部電力との

系統連系調整が未完で運用開始に至らず。

　
V2H（充放電設備）工事請負契約は広報

の開札結果になかった。契約状況がどう
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㈱いくさかてらす設置設備と配線・基盤

が一体であるため、同じ業者と随意契約。

「充電器」に充放電機能は含まれる。請負

業者公表のあり方を今後検証する。

地域脱炭素化事業費については

工事請負費について説明があっ

たが、詳しい決算書が必要。
平田議員
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田舎体験ハウス ( 原地区 ) の利用減の要因は。

R6 年 8 件から R7 年 5 件

長期予約の直前キャンセルや猛暑期の空調

不足が要で、現在はスポットクーラーを

導入済み。定住につながる支援も考えたい。

利用者との面談は行っている。

Q

A

A

A

A

A

A

　
草尾区ぶどう園の農業用水が

確保できないか。

水源が限られ、渇水時の水量

確保にも苦慮している状況で

難しい。
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A
A

A
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♦総務課関係♦

♦総務課脱炭素事業関係♦

♦振興課関係♦

山本議員
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ピロリ菌検査が追加され R7 は

29 人が受診。早期発見と健康

寿命の延伸に期待。
進藤議員
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A
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反対討論 : 執行済予算の内訳等求めたが、資料

が示されなかった。何にいくら使われ、どんな

効果を上げたのかしっかり検証できるようにす

べき。（島）

賛成討論 : 各常任委員会が慎重に審議したうえ

で判断・採決しており、その判断を支持すると

して賛成。（山本）

中学校のエレベーターがだいぶ古く

なってきている。今後の維持管理が

気になる。

元気づくり支援金最後の年だった。一星亭

見学・勉強会等の成果は。

内部の片付けが進捗。活用法は課題。 

Q
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なった理由は。 
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♦健康福祉課関係♦

住民税非課税世帯へのエアコン設置

県補助金の請求がなく、２６０万円

余が 8 年度に繰り越された。

市川議員



　

マイクログリッドと中部電力をつなぐ設備（タイトランス盤）を設置。

村の自営線で電気を融通する「マイクログリッド」と、中部電力の既存

の電力系統を、変圧器（タイトランス盤）を介してつなぐ設備を、接続

点に設置します。

児童館・歯科診療所の省エネ化改修工事も行います。

各工事の個別金額は契約前のため非公表とされ、契約着工済で減額補正

である工事差金も含め、４つを合算した数字のみ示されました。

森林・山林の事情に精通した専門人材を、会計年度任用職員として採用します。

今回はまだ具体的な業務内容は示されていませんが、村は森林整備計画の構想

づくりや経営計画の作成・実行管理、境界の確認や所有者との調整などを想定

しています。

〈全国では〉 森林所有者への意向調査、山林の境界確認、森林経営計画づくりの

支援、林業事業者との調整、森林環境譲与税の使い道の企画など、市町村の森

林行政を支える役割を担っています。

人件費の約 7 割は特別交付税で措置される見込みです。

８月臨時議会　工事請負契約の締結について

♦建設工事請負契約　CATV 光化（FTTH）工事の契約を締結　1 億 4190 万円♦

９月定例会　補正予算

♦補正予算　タイトランス盤設置、児童館・歯科診療所の省エネ化改修工事、
小中学校省エネ化改修工事差金 ( 減額補正 )　４つの合算で 6058 万 3 千円♦

【うち地域脱炭素移行・再エネ推進交付金 3528 万 9 千円、地方債（脱炭素化事業債）2520 万円、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一般財源 9 万 4 千円】

♦補正予算　森林を守る「地域林政アドバイザー」を採用　280 万 1 千円♦

♦補正予算　地域おこし協力隊の起業支援金　100 万円♦

村の有線テレビ網を光ファイバーに更新する工事の請負契約を、シーテック長野支社と結びました。

（税込 1 億 4190 万円／指名競争入札・6 社指名で応札は 1 社）

当初の 3 か年の債務負担行為から、単年度契約に変更しています。財源は国のケーブルテレビ光化

整備補助金と過疎債です。（当初 3 月予算は 1 億 8432 万 1 千円）

〈なぜ光化するの？〉 

今は受信局が 1 か所だけで、そこから村中に信号を送っています。そのため停電や故障が起きると

村全体でテレビが映らなくなり、昨年は 3 回発生しました。

光化に合わせて第 2 の受信局を新設し、この弱点を解消します。不具合の主な原因だった増幅器

（アンプ）も光化で不要になり、トラブルの大幅な減少が見込まれます。

工事は 3 か年で、令和 10 年度に古い同軸ケーブルを撤去する予定です。

地域おこし協力隊を卒業する隊員 1 名が、来年度村で企業する予定です。

村では交付申請時に見積りを審査し、事業実施後の実績報告に基づいて額を確定します。

支払い後に領収書等も確認し、補助のあとも面談で事業の継続状況を確認しています。

♦補正予算　AR( 拡張現実 ) スポーツ（HADO：波動）の体験会委託料　　
　　　　　　　　　　　　　49 万 5 千円（全額 toto スポーツくじから）♦

【内訳：機材一式・大型モニター・運営スタッフ 2 名の旅費・宿泊費・設営費】

体験の対象者は全年齢で、子ども、保護者、高齢者も参加可能

Qどれくらいの人が参加できるの？

A1 ゲームは約 3 分で回転が早く、多くの人が順番に体験できます。

　対戦型のほか、モンスターを倒す協力型ゲームなど複数種類あります。

♦補正予算　国民年金事務費の電算委託料　115 万 5,000 円（全額国から）♦
新しい国民年金の免除制度に対応するためのシステム改修費

10 月から国民年金第 1 号被保険者で、3 歳未満の子どもを養育する人は、

所得に関係なく、申請により保険料が免除されます。

この新しい免除区分、免除期間の判定申請処理などを扱うため、基幹シス

テムの改修が必要となりました。

♦補正予算　児童手当費の補正　　　2 万円♦
令和 7 年度の「物価高騰対策 子育て応援手当」の確定に伴う還付。国の単年度事業（0〜18 歳へ

1 万円）支給額確定後、過不足の精算（還付）が必要となったため計上されました。

♦補正予算　訪問診療の報奨費　3 万 2000 円♦
新たに訪問診療の希望者が出たので予算計上されました。報奨費は 1 日あたり 4,000 円。月 2 回

の訪問を想定し、4,000 円 × 月 2 回 × 数か月分 ≒ 3 万 2 千円。

対象者が複数いても 1 日 4,000 円は変わりません。
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〇 ※令和８年度生坂村一般会計補正予算【第４号】
可
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反対討論 :脱炭素事業工事請負費で、４つが合算

された金額だけでは、それぞれの工事金額の妥

当性など判断できない。同じ予算書の中に個別の

価格が記載されているものもある。予算額と入札

の予定価格は違うので、説明するべき。（島）

賛成討論 : 予算は設計額に基づき適正に計上され

ている。傍聴人がいる場で入札予定価格が推測さ

れる詳細額を示せない事情も理解できる。タイトラ

ンス盤はマイクログリッド事業の運用に不可欠で、

村民生活に必要かつ適正として賛成。（太田）

♦補正予算　村営バス特別会計補正予算【第３号】　54 万 1000 円♦
車両マフラーの修繕をする。修繕が必要なことが続くが、過疎債の償還が残り３年あり、

それまで使用を継続する。

♦補正予算　簡易水道事業会計補正予算【第１号】♦
　漏水箇所の修繕　　　　収益的支出　330 万円　↓前の計器は 30 年以上使用し表示が出なくなった

日岐配水池計器の交換　資本的支出　231 万 7000 円【簡易水道事業債：110 万・過疎債 120 万】

♦補正予算　下水道事業会計補正予算【第１号】♦
　上生坂農業集落排水処理区域　ポンプ等の修繕　　　　収益的支出　132 万円

�
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れる詳細額を示せない事情も理解できる。タイトラ

ンス盤はマイクログリッド事業の運用に不可欠で、

村民生活に必要かつ適正として賛成。（太田）

♦補正予算　村営バス特別会計補正予算【第３号】　54 万 1000 円♦
車両マフラーの修繕をする。修繕が必要なことが続くが、過疎債の償還が残り３年あり、

それまで使用を継続する。

♦補正予算　簡易水道事業会計補正予算【第１号】♦
　漏水箇所の修繕　　　　収益的支出　330 万円　↓前の計器は 30 年以上使用し表示が出なくなった

日岐配水池計器の交換　資本的支出　231 万 7000 円【簡易水道事業債：110 万・過疎債 120 万】

♦補正予算　下水道事業会計補正予算【第１号】♦
　上生坂農業集落排水処理区域　ポンプ等の修繕　　　　収益的支出　132 万円
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♦特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正する条例案♦国の児童福祉法改正に伴う制度整合のための技術的整理が中心です。

♦家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案♦

国の制度改正に合わせた条例の整備で、改正の中心は・安全確保（性暴力防止）・連携施設の扱い・

保育士配置特例の整理です。児童対象性暴力防止に関する確認作業（子どもと接する職種は性犯罪

歴の有無を国のシステムで確認する義務が生じる）は教育委員会や担当部署が行います。

♦乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案♦
国の新しい性暴力防止法に合わせ、 乳児等通園支援事業の安全確保・職員の適格性確認を強化する

改正で、乳幼児が安心して利用できるよう、虐待・性暴力防止と保護措置を条例に明記するものです。

♦発議  学習指導要領の「はどめ規定」を見直し、包括的性教育の推進を求める意見書案♦
提出者：島幸恵

人の受精に至る過程や妊娠の経過を扱わないとする「はどめ規定」の見直しと、包括的性教育推進

を求めるもの。社会文教常任委員会では否とすべきと決定。

♦発議 PFAS 対策の強化を求める意見書案♦
提出者：島幸恵

国に既存の PFAS 含有泡消火剤等の回収・適切な処理の義務化、自治体・事業者への設備更新に対

する財政支援・補助金交付、日本の水質暫定目標値の大幅引き下げを求めるもの。社会文教常任委

員会では否とすべきと決定。

賛成･･･〇　反対･･･×　欠･･･欠席　除･･･除斥　議長･･･※
結
果

進
藤

望
月

島
山
本

太
田

平
田

市
川

藤
澤

※ＰＦＡＳ対策の強化を求める意見書の提出について

× ※

否
決

× × 〇 × × × 〇

学習指導要領の「はどめ規定」を見直し、包括的性教育の推進を求め
る意見書の提出について

否
決

× × 〇 × × ×

♦令和７年度決算に関する報告  ♦
令和７年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告

公益財団法人生坂村農業公社の経営に関する書類の報告

社会福祉法人生坂村社会福祉協議会の経営に関する書類の報告

株式会社いくさかてらすの経営に関する書類の報告

㈱いくさかてらすに

村が 50％超出資。

多額の交付金が入る

が、お金の流れが見

え辛く説明を求む。島議員

♦追加議案♦ 生坂村議会会議規則の一部を改正する規則案…オンライン化に対応するものです

生坂村議会傍聴規則の一部を改正する規則案…新しい標準会議規則に則るものです

♦議会だより No.172 号 P4 についての訂正とお詫び♦
こうなっていた！常任委員会の記事で、「委員会で不可 ( 反対 ) と決定の場合、自分が議案に賛成だった

ら最終日に委員会の決定に反対します。」とありますが、正しくは委員会で不可となった場合は原案に

ついて賛成か反対か討論をします。議会運営が標準会議規則に則っていませんでした。訂正してお詫び

いたします。
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●進藤 彩 
①冬季農業の可能性と農業用ハウスの活用

について 

●平田勝章
①非課税世帯のエアコン設置事業について 
②ハラスメントのないむらづくり条例制定

について 

●太田 讓 
①保小中一貫教育の成果と課題、および将

来の学校施設の在り方について

●望月一将
①脱炭素事業に係る記録の保存について
②脱炭素事業の将来評価の仕組みについて
③お墓の管理と将来の受け皿づくりについて 
　

●市川寿明 
①「おやきハウス」の活用方針は
　

●島 幸恵
①情報開示と住民参画
②子どもの権利・意見
　

●山本吉人
①子供たちに、生坂村の自然の素晴らしさが

伝わる学習を増やせないか

一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって所見を求め、疑義を質すこと、あるいは政策を提言する
ことです。QRコードから動画視聴もできます！

答弁者　村…村長　　副…副村長　　総…総務課長　　振…振興課長　　住…住民課長

　　　　健…健康福祉課長　　教…教育長　　次…教育次長

村政そこが知りたい!!一般質問 9月定例会

進藤彩議員
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が
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。
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と
࢒
し
ͯ
い
͘

小
த
Ұ
؏
ڭ
ҭ
の
੒
Ռ
と
՝
୊

問
　「த
̍
ギ
Ỿ
ッ
ϓ
」「
ڭ
৬
һ
の
࿈
ܞ
」、

「
ࢪ
設
෼
཭
ܕ
」に
よ
る「
Ҡ
ಈ
の
ෛ
୲
」「
ڭ

৬
һ
の
ෛ
荷
」「
ࣇ
ಐ
生
ె
の
ަ
ྲྀ
」
౳
に

つ
い
て
。

ڭ
　੒
果
と
し
て
は
、
ଞ
ߍ
で
な
か
な
か

出
དྷ
な
い
ࣇ
ಐ
生
ె
の
ަ
ྲྀ
が
出
དྷ
て
い

る
。課
題
は
ަ
ྲྀ
す
る
ࡍ
の
Ҡ
ಈ
࣌
間
。

問
　「ᶗ
̺
̈́
͂
̰
̺
̰
ֶ
」
を
ど
こ
·
で

ൃ
ల
さ
せ
る
考
え
か
。

ڭ
　த
ֶ
に
行
ỳ
て
も
ֶ
ͼ
を
ਂ
め
た
い

と
ड़
΂
た
ࣇ
ಐ
も
い
た
。
取
り
組
み
を
さ

ら
に
進
化
さ
せ
て
い
く
。

ఏ
ݴ
の
Ґ
ஔ
ͮ
͚
に
つ
い
ͯ

問
　ক
དྷ
的
に「
ٛ
຿
ڭ
ҭ
ֶ
ߍ
」を
目
ࢦ

す
の
か
。

ڭ
　研
究
ݕ
౼
ڠ
ٞ
ձ
の
ఏ
言
を
ଚ
重
し
、

ະ
དྷ
の
ࢠ
ど
も
た
ͪ
の
࢟
な
ど
を
見
ਾ
え

ݕ
౼
し
て
い
く
த
で
ٛ
຿
ڭ
ҭ
ֶ
ߍ
は
େ

き
な
選
択
肢
で
あ
る
こ
と
は
間
ҧ
い
な
い
。

検
討
ମ
制
と
ε
έ
δ
ỿ
ồ
ϧ

問
　今
年
̏
݄
に
ֶ
ߍ
ࢪ
設
の
ࡏ
り
方
や

一
؏
ڭ
ҭ
の
ݕ
ূ
を
進
め
る
と
࿩
が
あ
ỳ

た
。
組
৫
体
制
な
ど
の
考
え
は
。

ڭ
　ଞ
の
一
؏
ڭ
ҭ
を
ਪ
進
す
る
例
を
ࢀ
考

に
す
る
と
、
村
ຽ
や
༗
ࣝ
者
で
組
৫
す
る
、

ֶ
ߍ
ͮ
く
り
४
備
ҕ
һ
ձ
の
よ
う
な
ܗ
が
い

い
と
考
え
る
。そ
こ
で
ࢪ、
設
の
ݕ
౼ớ
੻
地

利
用
含
Ή
Ờ、
ֶ
ߍ
ӡ
営
ج
本
方
਑ớ
ڭ
ҭ
課

ఔ
、
ֶ
ڃ
ฤ
੒
、
行
ࣄ
な
ど
Ờ、
そ
の
த
で
は

ࢠ
ڙ
ୡ
の
ҙ
見
も
େ
੾
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
ス
έ
δ
ỿ
ー
ル
は
、
方
޲
性
が
ࣔ
さ

れ
て
か
ら
ͩ
が
、
ࣄ
例
を
ࢀ
考
に
す
る
と
ֶ

ߍ
ͮ
く
り
の
ݕ
౼
̎
年
ఔ
度
、
ࢪ
設
ݐ
設
・

整
備
に
̎
年
ఔ
度
、
そ
の
間
に
ֶ
ߍ
։
ߍ
に

޲
͚
た
よ
り
۩
体
的
な
४
備
を
ฒ
行
し
て
進

め
て
い
ỳ
て
も
̐
年
ఔ
度
は
必
要
に
な
る
。
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୤
୸
ૉ
ࣄ
業
を
、
ٞ
ձ
が
ক
དྷ
に
Θ
ͨ
Γ

ධ
Ձ
Ͱ
͖
る
࢓
૊
Έ
を
設
͚
る
ߟ
͑
͸

村
長
　
৽
ͨ
な
࢓
૊
Έ
͸
設
͚
ͣ
、
村
ͮ
͘
Γ

ܭ
ը
や
༧
ࢉ
ɾ
ܾ
ࢉ
の
த
Ͱ
֬
ೝ
い
ͨ
ͩ
͘

��

問
　ক
དྷ
ੈ
୅
の
た
め
、
ࣄ
業
の
ه
࿥
を

ຖ
年
ಉ
͡
ج
४
・
߲
目
で
࢒
せ
る
か
。

෭
　ൺ
ֱ
す
΂
き
߲
目
は
、
ಉ
͡
ج
४
で

ਪ
Ҡ
を
確
認
す
る
よ
う
整
理
す
る
。

問
　֎
෦
ධ
価
ҕ
һ
ձ
で
、
ࡒ
੓
ෛ
୲
や

ߋ
৽
費
用
·
で
ຖ
年
ධ
価
し
て
い
る
か
。

෭
　ຖ
年
一
定
の
ج
४
で
ධ
価
す
る
࢓
組

み
は
確
ཱ
し
て
い
な
い
。

問
　ࣗ
૸
化
の
޻
ఔ
ද
に
、
ධ
価
の
࣌
఺

と
൑
அ
ج
४
の
࿮
組
み
を
Ґ
ஔ
ͮ
͚
る

か
。

෭
　実
績
を
積
み
、
経
営
ج
൫
が
整
う
ྩ

࿨
�0
年
度
が
અ
目
。
今
は
ࣔ
せ
な
い
。

ờ
੒
果
Ở
ه
࿥
を
ಉ
一
ج
४
で
ܧ
ଓ
整
理

し
、ྩ
࿨
�0
年
度
を
ධ
価
の
અ
目
と
໌
言
。

ờ
見
ૹ
り
Ở
ٞ
ձ
の
定
期
ධ
価
の
৽
制
度

は
設
͚
ͣ
、
޻
ఔ
ද
へ
の
ج
४
໌
ه
も
ྩ

࿨
�0
年
度
以
߱
に
ݕ
౼
。

問
　か
つ
て
、
փ
ম
͓
や
き
੡
଄
ڌ
఺

ͩ
ỳ
た
ए
ί
ϛ
ෑ
地
内
の
ࢪ
設
が
、
ݱ
ࡏ

は
࢖
用
さ
れ
ͣ
์
ஔ
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、「
か
あ
さ
Μ
家
」
で
は
ि
຤
に
͓
や
き

の
ൢ
ച
ݸ
਺
に
制
限
が
あ
り
、
ߪ
ೖ
で
き

な
い
͓
や
き
ϑ
Ỹ
ン
の
ෆ
ຬ
を
度
ʑ
ࣖ
に

す
る
。
こ
の
ݱ
状
を
ど
の
༷
な
認
ࣝ
で
い

る
か
。「
େ
޷
き
ୂ
に
よ
る
ࣄ
業
」
が
੒
ޭ

に
݁
ͼ
෇
か
な
か
ỳ
た
要
Ҽ
を
ど
う
総
ׅ

し
た
か
。

村
　͓
や
き
の
੡
଄
は
、
あ
る
ఔ
度
の
経

ݧ
や
ٕ
ज़
が
必
要
で
あ
り
、
୲
౰
者
に

よ
ỳ
て
品
質
や
਺
ྔ
を
安
定
し
て
確
保
す

る
こ
と
が
ࠔ
೉
。
·
た
、
୭
が
த
৺
と
な

る
の
か
、
୲
౰
が
ม
わ
ỳ
た
ら
ど
う
ٕ
ज़

を
Ҿ
き
ܧ
͙
の
か
。ど
こ
で
ൢ
ച
す
る
か
、

࠾
ࢉ
が
取
れ
る
の
か
と
い
ỳ
た
఺
に
つ
い

て
も
、
ܧ
ଓ
的
な
ࣄ
業
と
し
て
の
取
り
組

み
に
ະ
整
備
さ
も
あ
ỳ
た
。

問
　ớࣄ
業
の
੒
ޭ
に
は
Ờ
࠷
ॳ
か
ら
目

的
を
໌
確
に
し
、
必
ͣ
੒
そ
う
と
い
う
ҙ

気
ࠐ
み
や
取
り
組
み
࢟
੎
が
重
要
。
ཱ
ͪ

上
げ
࣌
は
経
ݧ
者
の
ࢦ
ಋ
を
ड
͚
た
も
の

の
、
్
த
経
ա
で
ど
の
よ
う
な
出
དྷ
ӫ
え

や
ຯ
、
৯
ײ
は
ど
う
か
な
ど
の
ớ
定
期
的
Ờ

ධ
価
を
得
る
ϑ
ỹ
ー
υ
ό
ッ
Ϋ
が
な
く
、

問
　村
営
ྶ
Ԃ
の
ۭ
き
۠
ը
や
無
ԑ
化
、

۠
༗
・
ݸ
ਓ
ุ
地
の
管
理
を
村
は
把
握
し

て
い
る
か
。

ॅ
　村
営
ྶ
Ԃ
は
̏
Ԃ
̍
̍
̕
۠
ը
ớ
࢖

用
��
・
ۭ
き
��
Ờ、
無
ԑ
化
は
な
し
。
۠
༗
・

ݸ
ਓ
ุ
地
は
村
の
管
理
֎
。

問
ࢁ　
ܗ
村
は
本
年
�
݄
、
໿
̏
̌
̌
ສ

ԁ
・
全
額
一
ൠ
ࡒ
ݯ
で
合
૴
ุ
を
整
備
し

た
。
村
も
ड
͚
ࡼ
を
ݕ
౼
す
る
か
。

村
　ۭ
き
۠
ը
が
あ
り
整
備
の
۩
体
的
ܭ

ը
は
な
い
。
·
ͣ
既
存
ྶ
Ԃ
を
適
੾
に
管

理
す
る
。

問
　ྩ
࿨
ݩ
年
に
も
ఏ
Ҋ
さ
れ
た
が
、
以

߱
χ
ー
ζ
ௐ
ࠪ
は
行
ỳ
た
か
。

村
　ௐ
ࠪ
は
行
ỳ
て
い
な
い
。
χ
ー
ζ
を

把
握
し
、ど
う
対
応
す
る
か
研
究
し
た
い
。

ڞ
に
ݕ
౼
・
վ
ળ
࢟
੎
が
な
か
ỳ
た
の
で

は
。
今
後
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
方
޲
で

考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

村
ݱ　
ࡏ
の
と
こ
Ζ
村
が
直
઀
փ
ম
き
͓

や
き
を
੡
଄
し
ൢ
ച
す
る
と
い
う
۩
体
的

な
ܭ
ը
は
な
い
。

　
今
後
は
、
村
が
৽
た
に
͓
や
き
を
੡
଄

ൢ
ച
す
る
こ
と
よ
り
も
、
い
·
͓
や
き
を

作
ỳ
て
い
る
୲
い
ख
の
օ
さ
Μ
が
今
後
も

͓
や
き
を
作
り
ଓ
͚
ら
れ
る
؀
ڥ
を
क
ỳ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

問
　生
ࡔ
の
փ
ম
き
͓
や
き
は
ඇ
ৗ
に
޷

ධ
で
あ
り
、
;
る
さ
と
ೲ
੫
の
ฦ
ྱ
品
౳

で
も
限
り
な
い
可
能
性
が
あ
る
঎
品
ͩ
と

ࢥ
う
。
ࢪ
設
を
༗
効
に
し
つ
つ
地
域
資
ݯ

の
利
活
用
を
本
格
的
に
進
め
る
よ
う
、
ॅ

ຽ
を
含
Ή
ϓ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
ν
ー
Ϝ
で
ू
த

的
な
取
り
組
み
研
究
・
ݕ
౼
を
進
め
る
΂

き
と
考
え
る
が
೗
Կ
か
。

村
　や
·
な
み
૳
の
ݱ
ਞ
һ
で
は
͓
や
き

は
作
れ
な
い
。
村
ຽ
で
͓
や
き
を
作
り
た

い
方
を
ू
め
て
の
ϓ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
Ҋ
は
研

究
し
な
が
ら
ڠ
ٞ
し
て
い
き
た
い
。

઒ण໌議員ࢢ

փ
ম
͓
や
͖
੡
଄
෮
׆
へ
村
ຽ
と
ڞ
に

ν
ồ
Ϝ
Ͱ
研
究
を

村
長
　
੡
଄
ɾ
ൢ
ച
の
۩
ମ
త
な
ܭ
ը
͸
な
い

が
、
Ҋ
͸
研
究
ڠ
ٞ
し
ͨ
い
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村
の
՝
୊
౳
ॅ
ຽ
も
ֶ
ͼ
、
ࠓ
ޙ
の
ํ
向
ੑ
を

Ұ
ॹ
に
ߟ
͑
る
場
が
Ͱ
͖
な
い
͔

村
長
　
ֶ
Ϳ
場
の
ఏ
Ҋ
が
͋
Ε
͹
、
୲
౰
෦
ॺ

と
ڠ
ٞ
し
ਐ
Ί
ͨ
い

�2

ຊ㖊ਓ議員ࢁ

ࢠ
供
ͨ
ͪ
に
、
ੜ
ࡔ
村
の
ࣗ
વ
の
ૉ
੖
Β
し
͞

が
఻
Θ
る
ֶ
श
を
૿
や
ͤ
な
い
͔

ڭ
ҭ
࣍
長
　
Χ
ψ
ồ
ମ
ݧ
、
໺
ௗ
؍
࡯
౳
औ
Γ

ೖ
Ε
ͯ
い
͖
ͨ
い

৘
ใ
։
ࣔ
と
ॅ
ຽ
ࢀ
ը
に
つ
い
ͯ

問
　ަ
෇
ۚ
ࣄ
業
౳
は
、
༧
ࢉ
を
効
果
的

に
࢖
う
た
め
に
も
、
ܭ
ը
ஈ
֊
か
ら
ॅ
ຽ

が
ࢀ
ը
で
き
る
࢓
組
み
が
必
要
で
は
。

村
　可
能
な
範
囲
で
ૣ
い
ஈ
֊
か
ら
情
ใ

を
ڞ
༗
し
、
ҙ
見
を
࢕
う
ػ
ձ
の
持
ͪ
方

を
ݕ
౼
し
て
い
く
。

&
7
充
์
ి
設
උớ
7
�
)
Ờ設
ஔ
に
つ
い
ͯ

問
　設
ஔ
を
ཱ
Ҋ
し
た
の
は
୭
か
。
地
ݩ

へ
の
આ
໌
は
ど
の
よ
う
に
し
た
か
。

෭
　村
が
ܭ
ը
し
、
ࢪ
設
管
理
者
౳
の
ಉ

ҙ
を
得
た
上
で
આ
໌
を
行
ỳ
た
。

問
　可
ಈ
ࣜ
の
์
ి
設
備
౳
な
ら
よ
り
গ

額
で
で
き
た
の
で
は
。
·
た
、
۠
͝
と
の
ࣄ

情
や
ࢪ
設
設
備
に
合
わ
せ
る
΂
き
で
は
。

෭
　ެ
ฏ
性
౳
考
ྀ
し
、
౷
一
的
な
࢓
༷

で
整
備
し
て
い
る
。
؀
ڥ
ল
と
૬
ஊ
し
、
ม

ߋ
で
き
る
も
の
は
す
る
が
全
෦
は
無
理
。

ୈ
�
の
;
る
͞
と
ͮ
͘
Γ
ࣄ
業
に
つ
い
ͯ

問
　�
年
目
は
؍
ޫ
ڠ
ձ
が
ओ
体
と
な
ỳ

た
。
ਵ
ҙ
ܖ
໿
に
よ
る
ҕ
ୗ
ྉ
は
ଥ
౰
か
。

振
　ҕ
ୗ
業
者
は
લ
年
度
か
ら
ࢀ
ը
し
、

内
༰
を
ख़
஌
し
て
い
る
。
ਃ
੥
し
た
ࣄ
業

が
実
ࢪ
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

村
　ҕ
ୗ
ྉ
に
は
定
価
が
な
い
。
׭
ެ
ி

が
認
め
た
ࣄ
業
で
੒
果
は
あ
ỳ
た
と
認
ࣝ
。

問
　生
ࡔ
村
の
ࣗ
વớ
ۭ
ࢁ、
、઒
Ờを
࢖
ỳ

た
体
ݧ
ֶ
श
を
積
ۃ
的
に
し
て
ཉ
し
い
と

ࢥ
う
。
ۭ
な
ら
ύ
ϥ
ά
ϥ
Π
μ
ー
、
ࢁ
な

ら
ژ
ἃ
૔
、
େ
৓
ొ
ࢁ
、
઒
な
ら
ڕ
௼
り

と
な
る
が
、
今
年
̓
݄
に
小
ֶ
ߍ
৬
һ
研

म
で
ࢁ
ਗ਼
࿏
で
の
カ
ψ
ー
体
ݧ
し
た
と
こ

Ζ
ଟ
く
の
৬
һ
の
方
が
、「
カ
ψ
ー
で
し

か
見
ら
れ
な
い
ࢁ
ਗ਼
࿏
の
ૉ
੖
ら
し
い
ܠ

؍
を
ࢠ
ڙ
た
ͪ
に
見
せ
て
あ
げ
た
い
」
と

੠
に
出
し
て
い
た
。
生
ࡔ
村
の
ࣗ
વ
を
ײ

͡
る
い
い
体
ݧ
ֶ
श
と
な
り
え
る
カ
ψ
ー

を
、
小
த
ֶ
ߍ
の
カ
Ϧ
Ω
ỿ
ϥ
Ϝ
に
取
り

ೖ
れ
る
΂
き
と
考
え
る
が
。

࣍
　生
ࡔ
村
の
ࣗ
વ
を
通
͡
た
体
ݧ
ֶ
श

は
ඇ
ৗ
に
େ
੾
で
あ
り
、
ࢠ
ڙ
た
ͪ
の
生

き
る
ྗ
に
も
な
ỳ
て
い
く
も
の
と
考
え

る
。
生
ࡔ
村
の
ڭ
ҭ
方
਑
と
し
て
ࢠ
ڙ
た

ͪ
ࣗ
ら
考
え
、
行
ಈ
す
る
こ
と
を
େ
੾
に

し
て
い
る
。
本
年
度
に
は
、
#
�
(
海
༸

η
ン
λ
ー
で
カ
ψ
ー
の
ॳ
า
体
ݧ
も
࢝
め

て
い
る
。
ࢠ
ڙ
た
ͪ
が
、
率
ઌ
し
て
ࡄ
઒

で
の
カ
ψ
ー
体
ݧ
を
ر
望
す
る
な
ら
ᶗ
̺

̈́
͂
̰
̺
̰
ֶ
の
த
で
ֶ
श
す
る
こ
と
は

可
能
と
考
え
る
。
ࢦ
ಋ
者
౳
の
課
題
も
含

め
て
ݕ
౼
し
て
い
き
た
い
。
　

ࢁ
村
׆
ੑ
Խ
ࣄ
業
に
つ
い
ͯ

問
　よ
り
χ
ー
ζ
に
合
う
࢖
్
は
可
能
か
。

振
　ॅ
ຽ
ҙ
見
を
࢕
い
൓
ө
に
౒
め
る
。

༧
ࢉ
ॻɾ
ܾ
ࢉ
ॻ
の
ެ
։
に
つ
い
ͯ

問
　ਤ
ॻ
ࣨ
の
Ӿ
ཡ
ͩ
͚
で
な
く
、
ϗ
ー

Ϝ
ペ
ー
δ
で
ա
ڈ
෼
も
ެ
։
す
΂
き
で
は
。

村
ࢴ　
ഔ
体
の
資
ྉ
の
ి
ࢠ
化
に
は
、
整

理
作
業
を
要
す
る
た
め
課
題
は
あ
る
。

問
　直
ۙ
の
も
の
は
ެ
։
で
き
る
の
で
は
。

૯
　ҙ
見
は
ࢀ
考
に
し
た
い
。

ࢠ
Ͳ
も
の
ҙ
ݟ
ɾ
ݖ
利
に
つ
い
ͯ

問
　こ
ど
も
ˑ
い
͚
Μ
ˑ
ͻ
Ζ
͹
で
高
ֶ

年
ࣇ
ಐ
か
ら
出
た
൱
定
的
な
੠
に
ど
う
応

え
た
か
。
ࢠ
ど
も
の
ҙ
見
を
取
り
ೖ
れ
る

࢓
組
み
を
つ
く
ỳ
て
は
。

ڭ
　൱
定
的
な
ҙ
見
に
は
ճ
౴
し
て
い
な

い
。
今
ճ
の
ҙ
見
を
行
੓
、
େ
ਓ
は
ਅ
݋
に

ड
͚
ࢭ
め
、
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
ࢠ
ど

も
た
ͪ
の
ҙ
見
は
େ
ࣄ
に
し
な
が
ら
、
い

Ζ
い
Ζ
な
ݕ
౼
ڠ
ٞ
は
進
め
た
い
。

問
ࢠ　
ど
も
の
ݖ
利
を
क
る
৚
例
制
定
、

แ
ׅ
的
性
ڭ
ҭ
ಋ
ೖ
を
ఏ
Ҋ
す
る
。

ڭ
　৚
例
は
理
೦
的
に
な
り
が
ͪ
。
実
践

を
通
͡
て
村
に
適
し
た
࢓
組
み
を
ݕ
ূ
し

た
い
。
แ
ׅ
的
性
ڭ
ҭ
と
言
え
る
取
組
み

を
保
ҭ
Ԃ
、
小
த
ֶ
ߍ
で
既
に
実
ࢪ
。

問
　໺
ௗ
؍
࡯
な
ど
ࣗ
વ
୳
ࡧ
を
カ
Ϧ

Ω
ỿ
ϥ
Ϝ
に
取
り
ೖ
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

࣍
　生
ࡔ
村
の
ࣗ
વ
を
୳
ࡧ
す
る
こ
と
は

ૉ
੖
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
生
ࡔ
村
の
ࢠ

ڙ
た
ͪ
が
ࣗ
વ
؀
ڥ
、
ಈ
物
、
২
物
౳
に

つ
い
て
ௐ
΂
る
こ
と
は
と
て
も
େ
੾
で
あ

る
。
ᶗ
̺
̈́
͂
̰
̺
̰
ֶ
౳
で
取
り
ೖ
れ

て
い
き
た
い
。



��

ݝ
ಓ
�
�
�
߸�
Լ
ੜ
໺
Ỗ
小
ཱ
໺
۠
ؒ

の
੔
උ
ଅ
ਐ
を
ཁ
๬

�
݄
�0
೔
、
ຑ
績
村
地
域
ަ
ྲྀ
η
ン

λ
ー
で
「
ୈ
��
ճ
౦
ஜ
ຎ
܊
村
ٞ
ձ
ٞ
һ

େ
ձ
」
が
։
࠵
さ
れ
、
౦
ஜ
ຎ
܊
内
の
村

ٞ
ձ
ٞ
һ
が
一
ಊ
に
ձ
し
·
し
た
。

େ
ձ
で
は
、
֤
村
が
๊
え
る
地
域
課
題

に
つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ
、
生
ࡔ
村
か
ら

は
「
県
道
�
�
�
߸
Լ
生
໺
໌
Պ
ઢ 

Լ

生
໺
Ỗ
小
ཱ
໺
۠
間
の
整
備
ଅ
進
」
を
要

望
し
·
し
た
。

国
道
や
県
道
は
、
通
ۈ
や
通
ֶ
、ങ
い
物

な
ど
、
ࢲ
た
ͪ
の
೔
ʑ
の
฻
ら
し
を
支
え

る
େ
੾
な
道
࿏
で
す
。
·
た
、
ࡂ
֐
࣌
に
は

ආ
೉
や
ٹ
助
、
物
資
の
༌
ૹ
な
ど
、
地
域
を

支
え
る
重
要
な
໾
ׂ
を
୲
い
·
す
。

ྩ
࿨
̔
年
度
「
஑
ࡔ
や
·
ͼ
こ
ձ
」
定

期
総
ձ
が
、
̔
݄
��
೔
に
「
生
ࡔ
村
や
·

な
み
૳
」
で
։
࠵
さ
れ
·
し
た
。

஑
ࡔ
や
·
ͼ
こ
ձ
は
、
஑
ా
ொ
ٞ
ձ
と

生
ࡔ
村
ٞ
ձ
が
ڞ
通
す
る
地
域
課
題
に
つ

い
て
ௐ
ࠪ
・
研
究
し
、
྆
ொ
村
の
ൃ
ల
と

ٞ
һ
૬
ޓ
の
ަ
ྲྀ
を
ਂ
め
る
こ
と
を
目
的

に
活
ಈ
し
て
い
·
す
。
総
ձ
で
は
、
ྩ
࿨

̓
年
度
の
ࣄ
業
・
ܾ
ࢉ
ใ
ࠂ
、
ྩ
࿨
̔
年

度
の
ࣄ
業
ܭ
ը
・
༧
ࢉ
Ҋ
౳
が
৹
ٞ
さ
れ
、

ݪ
Ҋ
ど
͓
り
全
て
ঝ
認
さ
れ
·
し
た
。

ਓ
ޱ
ݮ
গ
や
গ
ࢠ
高
ྸ
化
が
進
Ή
த
、

道
࿏
整
備
、
๷
ࡂ
、
農
業
、
ௗ
्
被
֐
、
ަ

通
な
ど
、
྆
ொ
村
が
๊
え
る
ڞ
通
課
題
へ

の
࿈
ܞ
は
·
す
·
す
重
要
で
す
。
今
後
も

ٞ
ձ
間
の
情
ใ
ڞ
༗
と
ௐ
ࠪ
・
研
究
を
進

め
地
域
の
੠
を
行
੓
や
ؔ
܎
ػ
ؔ
に
つ
な

げ
な
が
ら
、
۩
体
的
な
࿈
ܞ
を
ਤ
ỳ
て
い

き
·
す
。

今
ճ
の
要
望
で
は
、
ա
ڈ
の
ࡂ
֐
࣌
に

͓
͚
る
地
域
の
ݽ
ཱ
な
ど
の
課
題
も
౿
·

え
、
่
མ
の
ة
ݥ
が
あ
る
Օ
ॴ
の
対
ࡦ
޻

ࣄ
や
࿏
൫
վ
ྑ
を
進
め
る
こ
と
、さ
ら
に
、

道
࿏
の
֦
張
や
෯
の
ڱ
い
Օ
ॴ
へ
の
଴
ආ

ॴ
の
設
ஔ
を
ٻ
め
·
し
た
。

総
ձ
ऴ
ྃ
後
は
、「
生
ࡔ
農
業
を
支
え

る
農
業
ެ
ࣾ
の
取
り
組
み
」
を
ς
ー
Ϛ
に

研
म
ձ
を
行
い
·
し
た
。

ެ
益
ࡒ
ஂ
法
ਓ
生
ࡔ
村
農
業
ެ
ࣾ
の

小
ྛ
理
ࣄ
௕
か
ら
、
農
地
の
ू
積
・
ି
෇
、

農
作
業
の
ड
ୗ
、
Ϳ
ど
う
栽
培
、
৽
規
ब

農
者
の
ҭ
੒
な
ど
、
地
域
農
業
を
支
え
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
આ
໌
を
ड
͚
·
し

た
。·

た
、
૲
ඌ
上
໺
Ϳ
ど
う
ஂ
地
も
ࢹ
࡯

し
、
生
ࡔ
村
が
「
Ϳ
ど
う
の
村
」
と
し
て

農
業
ৼ
ڵ
を
進
め
て
き
た
า
み
と
、
୲
い

ख
ෆ
଍
や
高
ྸ
化
に
対
応
す
る
農
業
ެ
ࣾ

の
໾
ׂ
に
つ
い
て
理
ղ
を
ਂ
め
·
し
た
。

東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
大
会

東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
大
会

池
坂
や
ま
び
こ
会

池
坂
や
ま
び
こ
会

研
म
ձ
で
は
、
௕
໺
େ
ֶ
地
域
経
営
ֶ

෦
の
લ
Ӝ
ึ
高
ઌ
生
に
よ
る
ハ
ϥ
ス
ϝ
ン

ト
の
۩
体
例
や
そ
の
എ
ܠ
、
適
੾
な
対
応

に
つ
い
て
ֶ
ͼ
·
し
た
。
ޓ
い
の
ཱ
৔
を

ଚ
重
し
活
ಈ
で
き
る
ٞ
ձ
ͮ
く
り
に
޲

͚
、ҙ
ࣝ
を
高
め
る
ػ
ձ
と
な
り
·
し
た
。
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●校舎や義務教育学校化について等は、今後「学校づくり準備委員会」のような形で検討する計画です　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　➡P10 太田議員の質問

●Ikusaka 学が柱となり、小中

　学校間に一体感が生まれている

●９年間を通して、探究的な学び

　を続けることができる

生坂村の小・中学校教育 令和 6 年度～施設分離型
小中一貫校

一貫教育を進めるにあたり

●小中一貫教育推進委員会、小中

　合同職員会を年５回ほど開催

●小中連絡会の開催

●児童・生徒の様子を教職員間で

　共有➡中一ギャップが出にくい

教職員間の連携

●合同での音楽鑑賞会

●児童・生徒が一緒に青空給食

●給食の時間にクラス間をオン

　ラインで結んで交流

●中学校かしわ祭へ、小学校 5,6

　年生を招待して交流

児童・生徒の交流

Ikusaka 学が要！➡

小学校　いくさか学

どんなことをしているの？

４つの目的！①生坂村全体を学びの場として、異年齢集団で課題解決に取り組む

  ②「やってみたい」から始まる、主体的、探究的な学びの実現を目指す

  ③地域の方と触れ合い、生坂村により親しみを感じる

  ④学んだことを発表することにより、表現力の育成をはかる

異年齢集団の構成　1・２年生で 1 グループ　　

　　　　　　　　　3 ～ 6 年生 3 グループ　全 4 グループ

中学校　Ikusaka 学

かしわ祭で生徒たちが

保護者・地域の方にプ

レゼンをし、意見を聞

きました！

学習活動全体をサポートするコーディネータが、子どもたちの深い学びのために

関わっています！　　　小中 Ikusaka 学の推進費　当初予算　174 万 6千円

８つのテーマで

取り組みます！

議員の感想！

●生徒が独自の視点で選んだ探究テーマに、地域の方が直接フィードバック。学びを次に

　つなげる姿勢に感動しました。

●子どもたちの意欲や探究心に触れ、Ikusaka 学を通じて自ら考え、行動する力を育んで

　いると実感しました。

生坂村の小・中一貫教育はどんなことをしているの？
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ٞ 　 ձ 　 ೔ 　 ࢽ ʢओなものをࡌܝʣ

࠲
௕
　
ࢁ
本
٢
ਓ

ྩ
࿨
̔
年
̐
݄
�0
೔
生
ࡔ
村
ٞ
ձ
ٞ
௕

よ
り
ࢾ
໰
ॻ
を
ड
͚
取
り
、
ٞ
ձ
վ
ֵ
ݕ

౼
ձ
を
ൃ
଍
し
·
し
た
。
ࢾ
໰
ࣄ
߲
は
、

̍
・
村
ຽ
に
と
ỳ
て
ٞ
ձ
が
਎
ۙ
な
存
ࡏ

と
な
る
ࢪ
ࡦ
の
ݕ
౼
と
実
ࢪ

ᶃ
ٞ
ձ
の
見
え
る
化

ᶄ
ٞ
һ
ใ
ु
6
1
の
効
果

ᶅ
ॅ
ຽ
ࢀ
加
の
ڧ
化

̎
・
そ
の
ଞ
、
ٞ
ձ
վ
ֵ
に
ؔ
し
必
要
と

認
め
る
ࣄ
߲

以
上
の
ࢾ
໰
内
༰
に
対
し
生
ࡔ
村
ٞ
ձ

վ
ֵ
ݕ
౼
ձ
を
し
て
き
·
し
た
。
ࢾ
໰
ࣄ

߲
へ
の
取
り
組
み
方
਑
に
つ
い
て
֤
ٞ
һ

༷
ʑ
な
ҙ
見
が
出
て
き
た
த
、
·
ͣ
ᶅ
ॅ

ຽ
ࢀ
加
の
ڧ
化
と
し
て
、
ٞ
һ
が
֤
۠
に

出
޲
く
出
張
ࢁ
඙ớ
ॅ
ຽ
と
の
࠙
ஊ
の
৔
Ờ

を
։
࠵
す
る
こ
と
に
な
り
·
し
た
。
ٞ
һ

が
直
઀
ॅ
ຽ
の
੠
を
ௌ
き
੓
ࡦ
に
൓
ө
す

る
こ
と
を
目
ࢦ
し
·
す
。

ࢲ
ୡ
ٞ
һ
の
活
ಈ
が
ॅ
ຽ
に
෼
か
る
よ

う
、
·
た
積
ۃ
的
な
ॅ
ຽ
ࢀ
加
の
で
き
る

ٞ
ձ
に
し
て
い
こ
う
と
全
ٞ
һ
で
取
り
組

Μ
で
行
き
·
す
。
·
ͩ
ٞ
ձ
վ
ֵ
ݕ
౼
ձ

は
࢝
·
ỳ
た
͹
か
り
で
す
。
ࢾ
໰
ࣄ
߲
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
ॅ
ຽ
の
օ
さ
Μ
の
͝

ҙ
見
౳
あ
れ
͹
͓
聞
か
せ
く
ͩ
さ
い
。

編
集
後
記

朝
晩
の
風
に
、
少
し
ず
つ
秋
の
気
配

を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
令
和
７

年
度
決
算
を
は
じ
め
、
９
月
定
例
会
で

審
議
さ
れ
た
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　「
決
算
」
と
聞
く
と
少
し
難
し
く
感
じ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
数
字
の

一
つ
ひ
と
つ
に
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
、

生
坂
村
が
進
め
て
き
た
取
り
組
み
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
決
算

の
中
で
注
目
し
た
こ
と
も
紹
介
し
て
い

ま
す
。
同
じ
決
算
を
見
て
も
、
議
員
に

よ
っ
て
着
目
す
る
と
こ
ろ
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
ぜ
ひ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
も

注
目
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
議
会
を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
紙
面
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。�

（
藤
澤
　
幸
恵
）

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長
　
藤
澤
　
幸
恵

編
集
委
員

委
員
長
　
島
　
　
幸
恵

委
　
員
　
山
本
　
𠮷𠮷
𠮷

太
田
　
　
讓

望
月
　
一
将

進
藤
　
　
彩

議
会
վ
ֵ
ݕ
౼
会
こ
Ε
͔
Β
ͷ
׆
ಈ

議
会
վ
ֵ
ݕ
౼
会
こ
Ε
͔
Β
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●校舎や義務教育学校化について等は、今後「学校づくり準備委員会」のような形で検討する計画です　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　➡P10 太田議員の質問

●Ikusaka 学が柱となり、小中

　学校間に一体感が生まれている

●９年間を通して、探究的な学び

　を続けることができる

生坂村の小・中学校教育 令和 6 年度～施設分離型
小中一貫校

一貫教育を進めるにあたり

●小中一貫教育推進委員会、小中

　合同職員会を年５回ほど開催

●小中連絡会の開催

●児童・生徒の様子を教職員間で

　共有➡中一ギャップが出にくい

教職員間の連携

●合同での音楽鑑賞会

●児童・生徒が一緒に青空給食

●給食の時間にクラス間をオン

　ラインで結んで交流

●中学校かしわ祭へ、小学校 5,6

　年生を招待して交流

児童・生徒の交流

Ikusaka 学が要！➡

小学校　いくさか学

どんなことをしているの？

４つの目的！①生坂村全体を学びの場として、異年齢集団で課題解決に取り組む

  ②「やってみたい」から始まる、主体的、探究的な学びの実現を目指す

  ③地域の方と触れ合い、生坂村により親しみを感じる

  ④学んだことを発表することにより、表現力の育成をはかる

異年齢集団の構成　1・２年生で 1 グループ　　

　　　　　　　　　3 ～ 6 年生 3 グループ　全 4 グループ

中学校　Ikusaka 学

かしわ祭で生徒たちが

保護者・地域の方にプ

レゼンをし、意見を聞

きました！

学習活動全体をサポートするコーディネータが、子どもたちの深い学びのために

関わっています！　　　小中 Ikusaka 学の推進費　当初予算　174 万 6千円

８つのテーマで

取り組みます！

議員の感想！

●生徒が独自の視点で選んだ探究テーマに、地域の方が直接フィードバック。学びを次に

　つなげる姿勢に感動しました。

●子どもたちの意欲や探究心に触れ、Ikusaka 学を通じて自ら考え、行動する力を育んで

　いると実感しました。

生坂村の小・中一貫教育はどんなことをしているの？



絆づくり支援金 絆づくり
支援金

元気づくり
支援金等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最適土地利用総合対策

事業費等の補助金を活用し、休耕地を畑にする実証実験も行われています。

重機が通れるよう農道も拡幅し、担い手につなげみんなで育てる森に！

雲根地区の休耕地を活用し、令和４年から進めている「創造の森プロジェクト」。

ピザ窯づくりやキャンプ、農作物・ワイン用ブドウの栽培、ヤギによる除草など、自然と土地を生かした活動を広げています。

目指すのは、子どもから大人までが自然の中で楽しみ、人と人がつながる場所。育てる・食べる・ふれあう・遊ぶを、

一つの森につなぐ取り組みです。
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